
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館だより
 

ビブリオバトル校内大会開催！ 

１０月２９日（水）放課後、図書委員会のビブリオバトル担当と３年生の有志、先生方 

総勢２０名で校内大会を行いました。 

バトラー（本の紹介者）となった５名のみなさんは、幅広いジャンルの本を紹介してくれました。 

 そして見事チャンプ本（一番読みたくなった本）に輝いたのは、 

『爆弾』 呉勝浩／著 講談社  でした。 

 それぞれの発表の後には、聞いている参加者が質問する時間があり、 

本の魅力をどんどん引き出してくれました。 

 チャンプ本にはなりませんでしたが、どれも読みたくなる本ばかりでした。 

 『君が僕にくれた余命 363日』 月瀬まは／著 スターツ出版  

 『本当の自由を手に入れるお金の大学』 両@リベ大学長／著 朝日新聞出版  

 『羊と鋼の森』 宮下奈都／著 文藝春秋  

 『私が大好きな小説家を殺すまで』 斜線堂有紀／著 KADOKAWA  

（発表順） 

ビブリオバトルで紹介された本は館内で紹介していますので朝読や 

秋の読書時間の参考にしてください。 

参加したみなさんの感想をご紹介します！ 

チャンプ本に選ばれた生徒へ表彰状と賞品を 

参加いただいた先生に手渡してもらいました！ 

普段読まないジャンルの本にも 
思わず興味がそそられるような、 
ステキな紹介でした！ 

人によって本の伝えたいところや 
見てほしいところが違っておもしろ
かった。 

全体的に感情のこもった発表や 
力強い言い方があったので、すごく 
おもしろく感心が生まれました。 

なぜその本を読みたくなったのか、 
どういうところに印象が残ったのか、 
言えていてすごかった。 

映画も本も読んで観に行きたくなる 
発表だったので、すごいなと思った。 

どの本もすごくおもしろそうで、 
全部読みたくなった！ 

発表をしている様子を見て、次は自分が 

やってみたいと思う人もいました！ 

好きな本も紹介したい。 
次あればします！ 

紹介や質問など、すべておもしろ 
くて、参加して良かったと思い 
ました。 
またあったら、紹介してみるのも 
良いなと思いました。 

今回は２学期の 

読書イベント 

紹介が盛り沢山

です！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な価値観を持った人たちと 

危機を乗り越えるには？ 

災害時の対応を、YES or NOで学ぼう！ 

＊ ： 12 月  

＊ ： 図書館（１棟３階） 

＊ ： １０人程度（グループでの参加可） 

＊申込み： 図書館カウンター 

＊締 切 り： 11月 28日（金）ただし定員に達し次第終了 

学校図書館司書が選んだ 

いちばん！高校生に薦めたい本 2025 
松阪地区の学校図書館司書が 2024年８月～2025年７月に刊行された本から、 

みなさんにおすすめしたい本の POPを作りました。 

貸出中の場合を除き、本はすべて図書館にありますので、 

読んでみたい本があればぜひご利用ください。 

『科学的に証明されたすごい習慣大百科』堀田秀吾/SB クリエイティブ（159 人生訓） 

『今の会社、ヤバいかも!?』 

退職代行モームリ/小学館クリエイティブ（366 労働問題） 

『ヘタレ人類学者、沙漠をゆく』小西公大/大和書房（382.2 民俗誌） 

『世界のかけら図鑑』古河郁/KADOKAWA（404 理科）  

『世界は一冊の本』長田弘/筑摩書房（911.5 日本の詩） 

『遊園地ぐるぐるめ』青山美智子/ポプラ社（913.6 日本の小説） 

『フロントライン』増本淳/サンマーク出版（913.6日本の小説） 

＊新着本一覧を 

Web で見る＊ 

防災学習講座 

参加者募集!! 

YES 

NO 


